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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 














































改質セルロース P(AA-co-BA) on CμCを汎用樹脂ポリプロピレン（PP）と複合化し、
その機械的物性を評価した結果、複合材料の伸び特性と破壊エネルギーの向上を確認し、













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し、論文審査委員から、マイクロリアクターへの応用の可否について、光
パターニング時の微細化の可能性について、光描画や共重合計算プログラム利用による
共重合反応性比算出の最もオリジナリティーの高い点について、共重合反応性比の応用
性について、コンポジット化した際の引張強度への寄与の是非について、気相重合前操
作としての開始剤の固定化の有無についてなど、多くの質問がなされたが、いずれも著
者から明確あるいは合理的な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり、質疑応答における著者の説明によって
質問者および出席者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
